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合金工具鋼のじん性に及ぼす熱処理の影響(第3報)
CRD,CRP,CRQ,SLD,SBDおよびSCDについて

TheEffectofHeatTreatmentontheToughnessofAlloyTooISteel(TheThirdReport)
On the Alloy TooISteelCRD,CRP,CRQ,SLD,SBD and SCD

小 柴 定 雄*
Sadao Koshiba

稲 田 朝 雄**
AsaoInata

内 容 梗 概

打抜型,搾出工具およびネジローラダイスなどに使用されるCRD,CRP,CRQ,SLD,SBDおよびSCDに

つき熱処理によるじん性の 化をしらべた｡

その結果いずれも焼戻過程中約3000C付近において脆性を生ずるっ しかして焼戻温魔の上昇するほど硬度を

低下し,そのじん性を増す｡なお高炭
【高Cr系鋼においてはMo,Ⅴの添加はじん性の向上に効果がある｡

また高硬度におけるじん性ほSCDに比してSBDのほうが,すぐれていることを示した｡

l.緒

前報(1)(2)に引続き主として打抜型,搾=工具およびネジローラダ

イスなどに用いられる合金工具鋼6瞳

性の変化をしらべた｡

について熱処押によるじん

2.試料および実験方法

試料は日立金属工 株式会社安来工場製品中より第1表にホすよ

うな化学成分のものを用い,それぞれ10～12mm¢に圧延後CRD,

CRP,CRQおよびSLDは9000C,SBDほ800OC,SCDは8500Cに

て焼鈍し,5¢×70mmの曲げ試験片に機械仕上げした｡

つぎにCRD,CRPは9800C,SLD,CRQは1,025OC,SBDほ

8200C,SCDは950OCよりそれぞれ油焼入したものおよび100～5500C

に1時間焼戻したものについて前報(1)と同→方法によりそのじん性

を測定した｡
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第1表 試料 の化学成分(%)

3.】⊂RD,CRP,

3.実 験 結 果

⊂RQおよぴSLD

弟1図ほCRDの9800C油焼入のものおよび100～5500Cに焼戻せ

るものの硬度,最大荷重およびたわみ量を測定した結果を示す｡

焼戻温度を上昇するはど硬 を低■Fし,そのじん性を増加する憤

向を示す｡しかして焼戻温度約3000C付近においてほ硬度を低下す

るにもかかわらず脆性を生じて,その最大荷
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第2図 CRPの硬度およひ靭性測定結果

8

およびたわみ量を低

下する｡従来の研究によれ

ば本鋼の残留オーステナイ

トほ焼戻過在中約3000C付

近において一部分解するこ

とが明らかにされており(3)

したがって,かかる脆性の

原囚は先に著者らが SGT

およびYGTにおいて明ら

かにしたのと同様,残留オ

ーステナイトの分解にもと

ずくものと考えられる(2)｡

第2～4図ほCRP,CRQ

およびSIノDの失

す｡いずれも前

結果を示

キのCRD

と同様,焼戻温度を上昇す

るほど,その硬度を低下し,

じん･性を増加する傾向を示

すが,約3000C付近の温度

において脆性を生ずる｡こ

れほ,いずれもCRD と同

好,残留オーステナイトの

分解にもとずくものと考え

られる.

Lり､=臥5第 カ慄

ら行試料の披度Hlも(C)60

以上のものにつき硬度と最

くこl
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第3担;lCRQの硬度および靭性測定結果
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第4図 SLDの硬度および桝性測定結果

およびたわみ量の 係を比較した紙果である｡

すなわち同図よりして明らかなようにCRD,CRPにおいてほ大

ないが,CRQのじん性はもっともすぐれている｡したがって,

かかる高C一高Cr系鋼においてほMoおよびⅤの添加によって,そ

のじん性を向上する｡しかして添加量としてはCRPのように少量

では効果は少なく,CRQ程度の 加が必要であることが認められ

る｡

つぎにSLDにおいてほCRI),CRPと比較した場合ほすぐれ･たじ
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第6担:1CRl)の焼入および焼戻せるものの荷重とたわみのl果係
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第8図 CRQの胱入および焼戻せるものの荷重とたわみの関係

ん性を示すが,CRQと比較した場合札 高硬度におけるじん性ほ

わずかに劣る結果をホす｡

第る～9図ほ苓試料の破断までにおける荷 とたわみ立との関係

を示す｡

すなわちCRD,CRPおよびCRQにおいてほ妹戻 4000Cま

では荷重とたわみ量は比例して直線を示す｡5000C以上のものにお

いては荷 約 250kg以上においてたわみ量をますた捌こ拍繰を望

する｡SLDにおいてほ350QC以上の温度にて胱戻せるものほ前者と
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第9図 SLDの焼入および焼戻せるものの荷重とたわみの関係
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第10図 SBDの硬度および

執性測定結果
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第11図 SCDの硬度および

靭性測定結果

同様たわみ量の増加により曲線を呈する｡

3.2 S8DおよびSCD

策10囲および弟11図はそれぞれSBDおよびSCDにおける前述

と同様の実験結果を嘉す｡

すなわちSBD,SCDいずれも娩涙混度を上昇するほど硬度を低

下し,そのじん性を増加する傾向を示すが,両者とも約3000C付近

において脆性を生じ最大荷重およぴたわみ量を低下する｡しかし

かかる脆性の原因については前 のCRDなどと同様,残留オース

テナイトの分解によるものと思考する｡

なおSBDの焼戻温度の高いものにおいてほ,硬度の低下著しく,

とくに500～5500Cにて焼戻せるものにおいては,じん性の増加によ

り小荷重にて屈曲を生じそのたわみ量を著しく増加する｡

つぎに弟12図は両鋼桂の硬度HR(C)60以上のものにつき,硬

度とじん性の関係を比較した結果を示す｡

すなわち硬度HR(C)約63以上においてほSBDのはうがすぐれ

た結果を示し,それ以下の硬度においてはSCDのほうがそのじん

性ほ大きい｡

弄13,14図は両

を示す｡

料の破断までにおける荷重とたわみ量の関係

4.結 言

CRD,CRP,CRQ,SLD,SBDおよびSCDにつき焼入および焼

戻によるじん性の変化をしらべた｡すなわち
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第13図 SBDの焼入および焼戻せるものの荷重とたわみの関係
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第14図 SCDの焼入および焼戻せるものの荷重とたわみの関係

(1)各銅桂とも焼戻温度の高いものほど硬度を低下し,そのじ

ん性を増加する傾向を示すが,約3000C付近に焼戻したものにお

いては脆性を生ずる｡

(2)高C一高Cr系銅におけるMoおよびⅤの添加はじん性の向

上に効果がある｡またSBDとSCDにおいては硬度HR(C)63以

上の場合はSBDのほうがすぐれたるじん性を示し,それ以下の

硬度においてほSCDのじん性は大きい｡
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